
雛の里・八女ぼんぼりまつり／夢たちばな観梅会
第63回八女市成人式 615人が笑顔で二十歳の門出
全国茶品評会（玉露）で3度目の日本一
所得税・市県民税 平成28年分の申告が始まります

【今月の主な内容】
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祝成人喜びと感謝を胸に新たな門出
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2　2017.2.1　広報やめ

箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り

ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
20
回
目
を
迎
え
ま
す
。
早
春
の
八
女
を
代
表
す
る
ま
つ
り
を
、
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  　

  　
　
　
　
　
　

主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
ま
つ
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
か
い
わ

い
や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所
に
雛
人

形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
雛
の
里
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。
雛
人
形
を
飾
っ
て
い
る
会
場
の
目
印
に
、

桃
色
の
提
灯
が
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⃝

期
間　
２
月
12
日
㈰
～
３
月
12
日
㈰

⃝

会
場　
福
島
地
区
一
帯

⃝

問
い
合
わ
せ　

八
女
観
光
案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

八
女
伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

※
期
間
中
は
休
ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。
お
ひ

な
さ
ま
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
後

は
、
白
壁
の
町
並
み
を
通
り
八
女
公
園
ま
で
パ

レ
ー
ド
。
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
お
雛
様
を
先

頭
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が
お

雛
様
の
仮
装
で
行
進
し
ま
す
。

⃝

日
時
　
２
月
12
日
㈰ 

10
時
～

⃝
会
場
　
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル
（
セ
レ
モ

ニ
ー
）、
白
壁
の
町
並
み
（
パ
レ
ー
ド
）

　
お
ひ
な
さ
ま
に
関
し
た
小
物
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
女
性
に
人

気
の
お
店
も
勢
揃
い
！

⃝

日
時　
２
月
12
日
㈰
11
時
～
16
時
⃝

会
場　

お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
・

桜
カ
フ
ェ

⃝

問
い
合
わ
せ　
八
女
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
一
般
公
募
で
決
定
し
た
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

十
二
単
衣
と
束
帯
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
神

前
結
婚
式
を
執
り
行
い
ま
す
。式
後
、フ
ラ
ワ
ー

シ
ャ
ワ
ー
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
で
盛
り
上
げ
ま

す
。

⃝

期
日　

2
月
19
日
㈰
・
2
月
26
日
㈰

⃝

時
間　

10
時
～

⃝

会
場　
福
島
八
幡
宮

　
結
婚
式
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
の
新
郎
新
婦
と
一
緒
に
、
お
雛
様
の
仮

装
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
白
壁
の
町
並
み
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
す
。

⃝

期
日　

2
月
19
日
㈰
・
2
月
26
日
㈰

⃝

時
間　

11
時
ご
ろ
～

⃝

会
場　
白
壁
の
町
並
み

　
参
加
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
の
願
い
ご
と
を
お

雛
様
に
託
し
、
八
女
公
園
の
池
に
浮
か
べ
ま
す
。

八
女
弁
お
み
く
じ
も
好
評
で
す
。

⃝
期
日　

2
月
19
日
㈰
・
2
月
26
日
㈰

⃝

時
間　

12
時
～
14
時
30
分

⃝

会
場　
八
女
公
園

　
あ
ま
り
和
服
を
着
る
機
会
が
な
い
昨
今
、
押

し
入
れ
や
タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て
い
る
和
服（
着

物
）
を
着
て
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加

者
に
は
抹
茶
の
接
待
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
特

典
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
に
よ
る
町
並

み
案
内
（
有
料
）
も
実
施
し
ま
す
。

⃝

期
日　
３
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰ 

⃝

時
間　

10
時
～
16
時

⃝

受
付
場
所　
横
町
町
家
交
流
館

※
着
物
持
ち
込
み
の
場
合
、
着
付
け
５
０
０
円
。

着
物
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ　
八
女
観
光
案
内
所

（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
彩
る
セ
レ
モ
ニ
ー

で
女
雛
が
着
用
す
る
衣
装
を
身
に
着
け
、
み
や

び
な
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

日
時　

３
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
13
時
～
16

時

⃝

会
場　
堺
屋

⃝

参
加
料　
５
０
０
円
　

✿
見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

✿
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

✿
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式

✿
お
ひ
な
さ
ま
パ
レ
ー
ド

✿
ひ
な
マ
ル
シ
ェ

✿
願
い
雛

✿
和
服
で
め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち
・

人
力
車
町
並
み
案
内

✿
あ
な
た
も
お
雛
様
に
変
身

《
期
間
》

２
月
12
日
㈰
～
３
月
12
日
㈰

10
時
～
17
時

《
会
場
》  

福
島
地
区
一
帯

結婚式の後、
人力車で白壁
の町並みをパレー
ドする十二単衣と束
帯姿のカップル

雛
の
里・八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

2　2017.2.1　広報やめ



広報やめ　2017.2.13

九
州
有
数
の
梅
の
産
地
、
谷
川
梅
林
一
帯
は
九
州
の
梅
の
三
名
園
と
さ
れ
、
広
大
で
な
だ
ら
か
な
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
約

３
万
本
の
白
梅
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
内
の
「
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界
」
は
、
3
千
本
の
竹
あ
か

り
が
訪
れ
る
人
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　　
役
目
を
終
え
た
お
ひ
な
さ
ま
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
供
養
し
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
３
月
6
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
の
上
、

当
日
会
場
へ
人
形
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時　
３
月
11
日
㈯ 

14
時
～
（
受
付

11
時
～
12
時
）

⃝

会
場　
福
島
八
幡
宮

⃝

供
養
料　

▽
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合 

千
円
▽
置
い
て
い
く
場
合 

２
千
円

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
人
形
の
み
供
養
で
き
ま
す
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ

八
女
観
光
案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　
期
間
中
の
日
曜
日
に
、
１
日
１
回
お
雛

様
め
ぐ
り
の
無
料
バ
ス
が
出
ま
す
。
所
要

時
間
は
約
２
時
間
半
の
予
定
。（
先
着
20

人
）

⃝

運
行
日　

２
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・

26
日
㈰
・
3
月
5
日
㈰
・
12
日
㈰

⃝

発
車
時
刻　

13
時

⃝

発
車
場
所　
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝

順
路　

八
女
伝
統
工
芸
館
～
八
女
福

島
の
町
並
み
～
八
女
人
形
会
館
な
ど

✿
お
ひ
な
さ
ま
供
養
祭

✿
ひ
な
巡
り
無
料
バ
ス
ツ
ア
ー

　
梅
林
散
策
、
ワ
イ
ン
試
飲
販
売
、

地
元
特
産
品
・
農
産
物
販
売
な
ど

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⃝

イ
ベ
ン
ト
広
場

ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ズ（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
）

２
月
18
日
㈯
11
時
～
・
13
時
30
分
～

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

２
月
18
日
㈯
12
時
～

み
つ
と
も
保
育
園
児
に
よ
る
踊
り

２
月
18
日
㈯
14
時
30
分
～

打
々
鼓　
和
太
鼓　
鼓
夢

２
月
19
日
㈰
10
時
～

沖
元
舞
子
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

２
月
19
日
㈰
12
時
～

Ｂ
ｅ
Ｂ
ｅ
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

２
月
19
日
㈰
14
時
30
分
～

ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ズ（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
）

２
月
25
日
㈯
10
時
30
分
～
・
12
時

30
分
～

バ
ル
コ
ニ
ー
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

２
月
25
日
㈯
11
時
30
分
～
・
13
時

30
分
～

辺
春
保
育
園
児
に
よ
る
合
奏

２
月
25
日
㈯
14
時
30
分
～

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

２
月
26
日
㈰
11
時
～

高
山
俊
秀
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

２
月
26
日
㈰
12
時
～

Ｂ
ｉ
Ｍｙ
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

２
月
26
日
㈰
14
時
～

染
矢
敦
子
（
音
楽
ラ
イ
ブ
）

２
月
26
日
㈰
15
時
～

⃝

竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界

　

約
3
０
０
０
本
の
竹
灯
ろ
う
が

幻
想
的
な
世
界
を
彩
り
ま
す
。

⃝

書
家　
平
島
桂
仙
作
品
展

《
日
時
》
２
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰
10
時
～
16
時
、
２

月
20
日
㈪
～
24
日
㈮
11
時
～
14
時

⃝

ト
ン
ネ
ル
の
中
の
小
さ
な
音
楽
会

石
橋
正
一
（
竹
ギ
タ
ー
）　

２
月
18
日
㈯
11
時
30
分
～
、
13
時
～

大
羽
洋
子
（
ピ
ア
ノ
）

２
月
19
日
㈰
11
時
～
、
13
時
～

カ
ン
タ
ー
レ・フ
ォ
レ
ス
タ（
オ
カ
リ
ナ
）

２
月
26
日
㈰
10
時
30
分
～
、
13
時
～

⃝
野
点　
　

《
日
時
》
２
月
25
日
㈯
10
時
～ 

※
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了

⃝

問
い
合
わ
せ

立
花
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

立
花
町
観
光
協
会
事
務
局

（
☎
３
７
・
１
０
５
５
）

谷
川
梅
林
で
の
催
し

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で
の
催
し

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

第
11
回
立
花
町
農
業
ま
つ
り

▼
期
間
＝
２
月
18
日
㈯・19
日
㈰

▼
会
場
＝
立
花
体
育
館

《期間》
2月18日㈯～ 2月26日㈰

《会場》  
    立花町谷川梅林周辺

同時開催

（
入
場
料
4
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
）

広報やめ　2017.2.13

第28回
■組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）実演　
２月19日㈰　10時～ 16時
■和工房 山藤花（さんとうか）
　◦古布縮緬のお雛様たち〈期間中〉
　◦古布縮緬を使った「ひなブローチ」作り教室
　2月25日㈯ 13時30分～ 16時30分
　参加料2,500円（受講料・材料代込み）
　◦古布縮緬を使った「くしブローチ」作り教室
　3月5日㈰ 13時30分～ 16時30分
　参加料2,500円（受講料・材料代込み）
　◆定員＝各日10人（定員になり次第締切）
　◆持参物＝裁縫道具
　■手もみ実演（体験）
　福岡県八女茶手もみ技術研究会
　3月5日㈰10時～ 16時

雛人形、羽子板、五月人形制作実演　期間中
歌舞伎十八番押絵展示　期間中　9時30分～ /
徳川家と江戸時代の雛人形展　常設展示
9時30分～

八女伝統工芸館  ☎22・3131

八女人形会館  ☎24・5550



4　2017.2.1　広報やめ

新
成
人
６
１
５
人
が

笑
顔
で
20
歳
の
門
出

八
女
市
成
人
式
が
１
月
8
日

㈰
、
八
女
市
民
会
館
「
お

り
な
す
八
女
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
６
１
５

人
。
会
場
に
は
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ

姿
の
新
成
人
が
集
ま
り
、
友
人
や

恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い

ま
し
た
。
式
は
新
成
人
8
人
に
よ

る
実
行
委
員
会
（
馬
場
紅
輝
実
行

委
員
長
）
が
企
画
・
準
備
し
、
当

日
も
運
営
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
三
田
村
市
長
は
、「
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
務
を
も
ち
、

自
ら
の
手
で
新
た
な
扉
を
開
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、「
は
た
ち
の
主
張
」
で
は
二
人

の
新
成
人
が
自
分
の
夢
や
思
い
に

つ
い
て
壇
上
か
ら
発
表
し
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
最
初
に
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
え

が
い
た
夢
と
こ
こ
に
あ
る
今
」
を
上

映
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
各
学
校
の
懐

か
し
の
写
真
や
先
生
か
ら
の
動
画

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出
さ
れ
、
会
場

に
は
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
テ
レ
ビ
等
で
活
躍
す
る

比
花
知
春
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が

あ
り
、
伸
び
の
あ
る
歌
声
と
親
し

み
の
あ
る
ト
ー
ク
で
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

１  記念式典であいさつする三
田村市長 ２  企画・運営・準
備など8人の実行委員が協力
して行いました ３  スライド
ショーでは、同級生の懐かし
い写真や恩師からの動画メッ
セージが映し出され、会場
も大いに盛り上がりました ４  
笑顔で会場入り ５ 比花知春
さんのライブコンサート 6 式
典終了後、中学校区ごとに記
念撮影が行われました

１

 5

 3  2 4

 6

第63回八女市成人式



広報やめ　2017.2.15

「両親への感謝の気持ちで
いっぱいです。大学の農
学部で熱帯作物を研究し
ていますが、将来は海外
で研究を生かせる仕事を
したいです」

門註所幸奈さん
（室　岡）

「今年は専門学校を卒業
し、４月に美容師として就
職します。たくさんのお客
さまに心から信頼していた
だけるような美容師になり
たいと思っています」

川上智也さん
（忠　見）

　　

本
日
、
成
人
式
と
い
う
素
晴
ら
し
い
日
を

皆
さ
ん
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
恩
師

の
方
々
、
い
つ
も
陰
な
が
ら
私
た
ち
を
支

え
20
年
間
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
、

楽
し
い
時
、
苦
し
い
時
を
一
緒
に
過
ご
し
て

く
れ
た
友
達
等
が
支
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
。
今
の
私
を
作
っ
て
く
れ
た
周
り
の
人
た

ち
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

大
人
に
な
っ
た
こ
と
で
「
責
任
」
を
持
た

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
社
会
に
守
ら
れ
育
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
不
安
や
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の

気
持
ち
を
バ
ネ
に
一
日
で
も
早
く
「
立
派
な

大
人
」
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
20
歳
に
な
り
飲
酒
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
さ
も
教
え
て
く

れ
ま
す
が
同
時
に
危
険
も
待
ち
構
え
て
い
ま

す
。
飲
み
す
ぎ
ず
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
ま
だ
幼
い
頃

か
ら
描
い
て
い
た
夢
を
ま
だ
一つ
も
か
な
え
て

い
ま
せ
ん
。
20
歳
と
い
う
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
が
私
だ
け
に
限
ら
ず
、
皆
さ
ん

も
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
突
き
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　　

現
在
、
私
は
土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
土
木
と
は
生
活
の
基
盤
と
な
る
道

路
な
ど
を
作
り
生
活
を
豊
か
に
し
、
台
風

や
地
震
な
ど
の
自
然
の
脅
威
か
ら
人
々
の

生
命
と
財
産
を
守
る
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
九
州
北
部
豪
雨
、
熊

本
地
震
な
ど
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る

災
害
は
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
特
に

九
州
北
部
豪
雨
は
こ
の
八
女
市
に
も
大
き
な

被
害
を
与
え
、
あ
の
雨
の
轟
音
と
氾
濫
し
た

川
の
光
景
は
今
も
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
あ
の
豪
雨
の
お

よ
そ
一
カ
月
後
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
災

害
復
旧
の
現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
実
際
に
被

災
し
た
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
は

そ
の
被
害
の
大
き
さ
に
驚
き
、
恐
怖
し
ま
し

た
。
そ
の
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
私
は
現
在
の

仕
事
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
あ
の
日
の
よ
う
な
雨
が
降
っ

て
い
て
も
災
害
の
な
い
強
い
ま
ち
づ
く
り
で

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
り
上

げ
る
こ
と
で
す
。
と
、
大
義
名
分
を
申
し
ま

し
て
も
、
20
歳
の
私
な
ど
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

し
か
し
、
大
人
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
働

い
て
い
る
以
上
そ
の
よ
う
な
言
い
訳
は
通
用

し
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
先
輩
に
追
い
つ
き
、

自
分
の
夢
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

20
年
間
健
康
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は

家
族
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
目
一
杯

の
家
族
孝
行
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。最
後
に
、

人
生
の
新
た
な
門
出
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び

と
、
こ
れ
ま
で
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
方
へ
の
お
礼
を
込
め
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「社会人２年目、マイカー
と高速バスで福岡市役所
に通勤しています。これま
で以上に地域の方とのつ
ながりを大切にし、親孝行
をしたいと考えています」

月足一貴さん
（黒　木）

「現在は学生ですが、３月
から兵庫県でパティシエ
として働く予定です。食
べた人が幸せになるよう
なケーキを作れるよう努
力を重ねていきます」

牛島美咲さん
（上　陽）

二
人
の
新
成
人
が
壇
上
で

自
分
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た

は
た
ち
の
主
張

一
日
も
早
く
立
派
な
大
人

に
な
れ
る
よ
う
努
力
す
る

中
村
麻
希
子
さ
ん

自
分
の
夢
を
成
し
遂
げ
る

た
め
日
々
精
進
し
て
い
く

古
賀
信
太
朗
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

４
人
の
新
成
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
！
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星
野
村
で
お
茶
栽
培
に
取
り
組
む

宮
原
義
昭
さ
ん
が
、
平
成
28
年
度

全
国
茶
品
評
会
玉
露
の
部
で
最
高

位
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
妻
・
幸
子
さ
ん
と
夫
婦
で
栽

培
に
取
り
組
む
宮
原
さ
ん
の
出
品
茶

は
、
審
査
項
目
で
あ
る
外
観
・
香
気
・

水
色
・
滋
味
と
も
満
点
の
評
価
で
し

た
。
今
回
で
3
度
目
の
日
本
一
に
輝

い
た
宮
原
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

　「
こ
れ
ま
で
良
い
お
茶
を
作
る
た

め
様
々
な
こ
と
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
『
や
ま
か
い
』
と
い
う

品
種
で
全
国
一
位
に
な
り
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
高
品
質
の
玉
露
を
作
る
た
め

平
成
23
年
に
『
さ
え
み
ど
り
』
と
い

う
品
種
に
改
植
、
そ
の
3
年
目
に
２

度
目
の
日
本
一
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
品
種
は
、
品
質

的
に
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
の
で
す

が
、
病
気
や
害
虫
に
弱
く
脇
芽
が
出

や
す
い
な
ど
、
肥
培
管
理
に
は
細
心

の
注
意
が
必
要
で
す
。
消
毒
や
施
肥
、

整
枝
・
剪
定
、
除
草
な
ど
夫
婦
二
人

で
心
を
込
め
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
美
味
し
い
お
茶
を
作
る
に
は
や

は
り
土
作
り
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、
茅
や
ワ
ラ

を
敷
き
込
む
な
ど
、
肥
料
が
効
き

や
す
い
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
今
回
受
賞
し
た
お

茶
は
、
自
宅
前
の
茶
園
で
栽
培
し

た
も
の
で
す
。
日
当
た
り
、
水
は
け

が
良
く
、
い
つ
も
目
が
届
く
状
態
に

あ
る
の
で
、
管
理
面
で
は
非
常
に
恵

ま
れ
て
い
る
ほ
場
で
す
。
そ
の
他
に

も
、
防
霜
フ
ァ
ン
と
ネ
ッ
ト
を
併
用

し
た
霜
対
策
や
、「
す
ま
き
」
を
張

る
時
期
、
ワ
ラ
で
被
覆
の
状
態
を

細
か
く
調
整
す
る
こ
と
等
も
こ
だ

わ
り
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
等

の
関
係
機
関
か
ら
適
切
な
指
導
を

い
た
だ
い
た
り
、
茶
栽
培
の
仲
間
た

ち
と
情
報
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
が
、

良
い
お
茶
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　『
八
女
伝
統
本
玉
露
』
は
、
平
成

27
年
に
国
の
地
理
的
表
示
保
護
制
度

（
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
）
の
第
1
弾
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
私

た
ち
の
地
域
の
若
い
茶
農
家
に
も
伝

統
本
玉
露
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
。

玉
露
の
栽
培
は
手
間
暇
は
か
か
り
ま

す
が
、
日
本
一
の
高
級
茶
の
産
地
と

し
て
、
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
次
世
代
に
向
け
て
付
加
価
値

の
高
い
お
茶
づ
く
り
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
な
り
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
元

気
に
楽
し
み
な
が
ら
お
茶
づ
く
り
を

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

自宅前の茶園にて。「茶摘み時期には子ども
たちや親戚が手伝ってくれます」と宮原さん

宮
原
義
昭
さ
ん
・
幸
子
さ
ん
（
星
野
村
）

全
国
茶
品
評
会
（
玉
露
）
で
３
度
目
の
日
本
一

「
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
て
付
加
価
値
の
高
い
お
茶
づ
く
り
を
続
け
ま
す
」

12 月10日全国お茶まつりでの表彰式

　
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
日
本
代
表
で
、
八

女
市
民
栄
誉
賞
受
賞
者
の
安

達
阿
記
子
選
手
が
11
月
21
日

㈪
、
八
女
市
社
会
福
祉
協
議

会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
女
子
日
本
チ
ー
ム

は
準
々
決
勝
で
中
国
と
対
戦
。

２
対
２
（
安
達
選
手
１
得
点
）

で
延
長
戦
に
な
り
ま
し
た
が

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
ス
ロ
ー
で
惜
し

く
も
敗
れ
、
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
の
連
覇
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
安
達
選
手
は
「
八
女
の
皆

さ
ん
、
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
自
分
の
力
を

出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
は
東
京
で
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
会
場
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
三
田
村
市
長
は
、「
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
市

民
や
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち

に
夢
と
元
気
を
与
え
て
く
れ

た
安
達
選
手
の
活
躍
を
、
こ

れ
か
ら
も
市
民
と
と
も
に
応

援
し
て
い
き
ま
す
」
と
握
手

を
交
わ
し
ま
し
た
。

社会福祉協議会職員の皆さんと

ＧＢ日本代表 安達阿記子選手が八女市社協を訪問2016
リオパラリン
ピック
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村

（
山
口
聖
一
代
表
）
の
『
日
本
の
棚
田
百
選

「
広
内
・
上
原
棚
田
」
復
興
に
向
け
て
』
の

取
り
組
み
が
『
市
民
普
請
大
賞
２
０
１
６

優
秀
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
公

益
社
団
法
人
土
木
学
会
が
、
地
域
を
豊
か

に
す
る
公
共
の
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
団
体
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
地

域
全
体
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
星
野
村
。

村
の
観
光
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
江
戸
時
代

か
ら
の
石
積
み
が
広
が
る
「
広
内
・
上
原
地

区
棚
田
」
も
取
水
用
の
谷
が
崩
壊
し
水
路

が
破
壊
さ
れ
、
米
作
り
が
で
き
な
い
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
美
し
い
表
情

を
魅
せ
て
く
れ
る
棚
田
は
、
水
を
た
め
る
ダ

ム
と
し
て
、
洪
水
や
地
滑
り
の
防
止
な
ど
の

役
割
も
果
し
て
い
ま
す
。
棚
田
の
復
旧
に
は

広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
流
れ
込
ん
だ

土
砂
の
撤
去
や
石
積
み
の
補
強
を
行
い
ま

し
た
。
田
植
え
が
で
き
な
い
田
の
劣
化
を
防

ぐ
た
め
に
、
棚
田
保
存
実
行
委
員
会
（
山

口
正
彦
会
長
）
の
指
導
の
も
と
、
草
刈
り
・

耕
し
等
の
景
観
保
全
活
動
も
進
め
ま
し
た
。

中
で
も
長
崎
県
立
大
学
生
を
中
心
と
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会

（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
か
ら
は
、
泊
ま
り
が
け
で
１

０
０
人
規
模
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
災
害
か
ら
３
年
目
の
平
成
27
年
に
は
、

４
２
５
枚
の
田
ん
ぼ
の
う
ち
３
枚
で
田
植
え

が
行
わ
れ
、
秋
に
収
穫
を
祝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
翌
28
年
に
も
３
枚
半
の
田
で
田

植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
す
べ
て

の
田
に
水
を
張
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
棚
田
は
広
い
土
地
を
も
た
な
い
山
間
地

域
の
住
民
が
、
数
百
年
に
わ
た
り
営
々
と

築
き
上
げ
て
き
た
知
恵
と
苦
労
の
結
晶
で

す
。
日
本
の
国
土
保
全
の
役
割
も
担
っ
て

き
ま
し
た
が
、
耕
作
に
手
間
が
か
か
る
う

え
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
み
、
全
国
的
に

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
広
内
・

上
原
地
区
の
棚
田
は
里
山
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、
八
女
市
の
大
切
な
財
産
で
す
。
完
全

な
復
旧
と
、
未
来
永
劫
そ
の
美
し
い
姿
を

守
る
た
め
の
仕
組
み
作
り
が
早
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　九州北部豪雨の災害復興ボランティアの
中から生まれた『がんばりよるよ星野村』、山
頂に星の花公園を開く『安達木材』、星の文
化館・茶の文化館等の管理運営を行ってい
る『星のふるさと』は、麻生地区の遊歩道整・
修復、間伐や植栽を通して観光事業の復興
を支援しています。また、作業には星野村だ
けではなく、村外から多くの方々が関わるこ
とにより交流の輪が広がっています。
　がんばりよるよ星野村代表の山口聖一さん
は「災害復旧で星野村に関わった方々が星
野村のファンとなって、さらに復興を手助け
していただいています。星の文化館と茶の文
化館が今年 4 月リニューアルオープンするの
で、多くの方々に来ていただく環境づくりに
今後も取り組んでいきます」と語りました。

　
約
20
年
に
わ
た
り
黒
木
町
笠
原
地
区

で
里
山
の
保
全
・
人
材
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
山
村
塾
。「
豊
か
な
自
然
の
中

で
障
が
い
者
支
援
を
展
開
し
た
い
」
と
の

施
設
の
相
談
を
受
け
、
平
成
24
年
か
ら

障
が
い
が
あ
る
人
も
参
加
で
き
る
里
山

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
は
月
２
回
。
作
業
内
容
は
、
田

ん
ぼ
や
畑
の
草
取
り
、
雑
木
林
の
手
入

れ
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
な
ど
で
、
個
人

の
能
力
や
適
性
に
応
じ
て
役
割
を
分
担

し
ま
す
。
施
設
の
中
で
は
役
割
を
見
い

だ
せ
ず
不
安
定
に
な
る
方
も
、
山
の
中

で
は
居
場
所
が
で
き
、
気
持
ち
も
お
だ

や
か
に
な
る
な
ど
様
々
な
効
果
も
出
て
い

る
よ
う
で
す
。
　

　
山
村
塾
事
務
局
長
の
小
森
耕
太
さ
ん

は
、活
動
の
広
が
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
里
山
保
全
活
動
に
は
年
齢
や
体
力
な
ど

に
関
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
々
と
活
動
す
る

こ
と
で
、
私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
は
多
い
で

す
。
こ
の
表
彰
を
き
っ
か
け
に
、
山
の
安

全
管
理
や
作
業
の
支
援
な
ど
、
活
動
を

応
援
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
も
っ

と
増
え
れ
ば
活
動
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

継
続
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
方
が
い
た

ら
、
ぜ
ひ
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

広内・上原地区棚田復旧の取り組み 市民普請大賞を受賞

H28年度 ふくおか共助社会づくり表彰に八女2事業が受賞

　九州北部豪雨で棚田が被災した直
後は、正直もうだめだと思いました。
ボランティアの皆さんのお陰でここま
で復旧できて、大変感謝しています。
保存会のメンバーは広内・上原の棚
田のほかにも田んぼがあり、高齢化も
進み、自分たちだけでは棚田を守るこ
とは不可能です。平成 30 年には合瀬
耳納トンネルも開通します。この賞を
きっかけとして土木学会の協力も得な
がら、美しい棚田の景観を再び見るこ
とができることを願っています。

星野村
麻生地区 

森林・遊歩道
整備事業

里山での
福祉プロ
ジェクト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

が
ん
ば
り
よ
る
よ
星

野
村
／
株
式
会
社 

安
達
木
材
／

一
般
財
団
法
人 

星
の
ふ
る
さ
と

特定非営利活動法人 山村塾（黒木町）／
社会福祉法人 たからばこ（柳川市）

12 月19日㈪、NPO・ボランティアや企業・行政などによる優れた協働の取り組みが表彰されました

棚田保存実行委員会会長 山口正彦さん

左
か
ら
山
口
正
彦
さ
ん
、
山
口
聖

一
さ
ん

「
美
し
い
棚
田
よ
再
び
」

平成 27 年、災害後初の収穫を祝いました
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▼上陽支所　

日　　程 対象地区 会場・時間午　　前 午　　後
2月2日㈭ 上横山第1・第2 下横山第1・第2

上陽支所
1階小会議室
9時～ 16時

2月3日㈮ 北川内第1・
久木原 北川内第2

2月6日㈪ 北川内第3 北川内第4・第5
▼星野支所　

日　　程 対象地区 会場・時間
2月2日㈭ 星野地区

星野支所大集会室
9時～ 16時2月3日㈮ 椋谷地区・上郷地区

2月6日㈪ 小野地区

▼矢部支所　
日　　程 対象地区 会場・時間

1月31日㈫ 矢部１区・２区・5区 矢部公民館
9時～ 16時2月1日㈬ 矢部3区・4区・6区

▼黒木支所　

日　　程 対象地区 会場
時間午　　前 午　　後

2月7日㈫
椿原・笠原中央・釈
形・南笠原・下鹿子
尾・上鹿子尾

上北本分・下本分・
本分中央 黒

木
支
所
大
会
議
室　
９
時
～
16
時

2月8日㈬ 南木屋・原・ 山 中・
北木屋・東木屋

荒谷・岳弓掛・四条野・
神露淵・花渡

2月9日㈭
下名・中名・上名・鹿子
生・下田代・中田代・上
田代

南本分・中原・犬山・
田本・湯辺田

2月10日㈮ 西桑原・馬場
月足・大淵・吹原・無
田・剣持・東・北大淵・
大淵中央

2月13日㈪
東上町・西上町・中
町・下町・栄町・東今・
西今

谷蓮輪・東桑原

▼八女市役所本庁　
日　　程 対象地区 会場・時間

2月20日㈪～ 3月15日㈬
（土・日は除く）

八女市
全地区

八女市役所1階103会議室
9時～ 16時30分

▼立花支所　　
日　　程 対象地区 会場・時間

2月14日㈫ 光友地区
立花市民センター
イベントホール

9時～ 16時

2月15日㈬ 辺春地区
2月16日㈭ 北山地区
2月17日㈮ 白木地区

平
成
28
年
中
の
所
得
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
と

し
て
控
除
す
る
た
め
に
は
、『
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
平
成
28
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人
に
は
、
控
除
証
明
書
が
昨

年
11
月
ま
た
は
今
年
２
月
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告

の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
や
領
収
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

【
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
】

平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
12

月
31
日
ま
で
に
、
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人

【
昨
年
11
月
に
送
付
さ
れ
た
人
】

平
成
28
年
1
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
９

月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
〈
ね
ん
き
ん
定
期
便
・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

０
５
７
０・０
０
３・０
０
４（
ナ
ビ
ダイ
ヤル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合
は
０
３・６
６
３
０・２
５
２
５

▽
受
付
期
間
＝
３
月
15
日
㈬
ま
で

▽
受
付
時
間
＝
【
月
～
金
】
8
時
30
分

～
19
時
【
第
２
土
曜
】
９
時
～
17
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
除
く
）
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

確
定
申
告
の
受
付
日
程
は
旧
町
村

の
地
区
で
振
り
分
け
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
消
費
税
の
申
告
お
よ
び
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
、
土
地
や
株

の
譲
渡
等
が
あ
る
人
は
八
女
税
務
署
の

申
告
会
場
（
八
女
伝
統
工
芸
館
）
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
期
間
＝
２
月
16
日
㈭
～
３
月
15
日

㈬
※
土
日・祝
日
は
休
み
。
期
間
中
は
、

八
女
税
務
署
で
の
申
告
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。

◦
時
間
＝
９
時
～
16
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署

（
☎
２
３・５
１
９
１
）

所得税・市県民税
平成28年分の申告
が始まります

右表のとおり、平成28年分の確定申告（市民税・県民
税申告）の受付を行います。お住まいの地区の指定日
に申告してください。指定日に都合が悪い人は、指定日
以外でも各会場の申告日程のなかで受け付けています
ので、期限内の申告をお願いします。
※所得税・市県民税の申告に関する詳細については、
広報やめ1月1日号に掲載しています。

確定申告時には「国民年金保険
料控除証明書」が必要です

◦問い合わせ＝税務課市民税係（☎２３・１１１３）

　これは、適切な健康管理の下で医療用医薬品からの代替を進める観点か
ら、一定の取り組み（①特定健康診査《いわゆるメタボ健診》②予防接種
③定期健康診断《事業主健診》④健康診査⑤がん検診のいずれか）を行っ
ている人が、平成29年 1月1日以降に、スイッチＯＴＣ医薬品（医師の処
方が必要だった医療用医薬品から転用された、薬局などで購入できる医薬
品）の購入費用を年間1万 2千円を超えて支払った場合には、その購入費
用（上限年間10万円）のうち1万 2千円を超える額を所得控除できる制度
です。
　申告の際には、一定の取り組みを行ったことを証明する書類やスイッチＯ
ＴＣ医薬品を購入したことが分かるレシートや領収書が必要となりますので、
本制度の適用を予定されている人は来年の申告時まで各自保管ください。
※医療費控除については、本特例か従来の医療費控除（医療費などを支払っ
た場合に、受けることができる所得控除）のどちらか一方のみ適用を受ける
ことができます。

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）が始まります



広報やめ　2017.2.19 広報やめ　2016.2.19

平成26年度までの滞納している保険料について
は、平成29年3月末をもって納めたくても納め
られなくなります。
特段のお申し出がない場合は、滞納の期間に応
じ上記の措置を講じることになります。

介護保険は、公費と40歳以上の皆さんに納めて
いただく保険料を財源に運営しています。介護
が必要になったときには、誰もが安心してサービ
スを利用できるように、保険料は必ず納めてくだ
さい。また、災害などの特別な事情があると認め
られた時は、保険料の減免や徴収の猶予を受け
られる場合があります。納付が難しい時はそのま
まにせず、まずは担当窓口に相談してください。

1年以上納めないと…
介護サービスを利用した際に、いった
ん利用料の全額を自己負担することに
なります。あとから申請をすることで、

保険給付分が支給されます。

1年 6 か月以上納めないと…
利用している介護サービスの利用料

は、全額が自己負担なうえ、保険給付
の一部または全部を、一時的に差し止
められます。それでも納付されなけれ
ば、差し止めた払い戻し分から滞納し
ている介護保険料を差し引く場合があ

ります。

2 年を過ぎると…
介護サービスを利用した際の自己負担
額が３割に引き上げられます。また、高
額介護サービス費などの支給が受けら

れなくなる場合があります。

電話による納付確認や督促状、催告
書をお送りします。督促手数料が課せ

られます。

納期限を過ぎると…

介護保険料は納期限内に
納めましょう

介護長寿課介護認定係（☎23・1353）
または各支所介護保険担当窓口へ

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
か
か
る
確
認
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

65
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
の
障

害
（
寝
た
き
り
な
ど
）
ま
た
は

認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
と
市
が
認
定
し
た
人

に
は
、
確
定
申
告
等
に
よ
り
税

の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
※
次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
さ
れ
る
人
が
対
象

◦
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
、

満
65
歳
以
上
の
人
（
40
歳
か
ら

64
歳
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
を
含
む
）

◦
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

◦
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交

付
お
よ
び
知
的
障
害
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
人

※
判
定
の
結
果
、
交
付
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
障
害
者
の
認

定
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
認
定
書
は
、
税
の
申
告
以

外
の
目
的
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

通
常
、
お
む
つ
代
は
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
が
、
お
む
つ
代
の
領
収
書
に

加
え
て
医
師
か
ら
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

あ
れ
ば
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目

以
降
の
人
は
、
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
あ
れ

ば
、
市
役
所
で
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ

る
「
確
認
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

【
必
要
と
な
る
証
明
書
】

▼
１
年
目　

医
師
発
行
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

▼
２
年
目
以
降　

市
役
所
発
行
の
「
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
に
係
る
確
認
証
明
書
」

【
発
行
で
き
る
条
件
】
※
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当

◦
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

◦
主
治
医
意
見
書
の｢

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度｣

の
記
載
が
「
Ｂ
１
～
Ｃ
２
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
「
尿
失
禁
」
の
発
生
可
能
性
の
記
載
が
「
あ

り
」
で
あ
る
こ
と

◦
確
定
申
告
の
対
象
年
中
に
主
治
医
意
見
書
が
発

行
さ
れ
て
い
る
こ
と

※
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
有
効
期
間
が
13
か
月

以
上
で
、
確
定
申
告
対
象
年
中
に
主
治
医
意
見
書

が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
主

治
医
意
見
書
で
確
認
し
ま
す
。

【
手
数
料
】
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ

▼
介
護
長
寿
課
介
護
認
定
係
（
☎
２
３・１
３
５
３
）

▼
各
支
所
介
護
保
険
担
当
窓
口

要介護認定者の障害者控除・
医療費控除について
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働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ

し
て
夢
を
持
ち
自
分
の
将
来
を
見
据

え
て
い
く
た
め
、
八
女
市
立
黒
木
中
学

校
で
は
、
地
元
事
業
所
協
力
の
も
と

職
場
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
1
年
生
全
員
が
2
日
間
、
20
事

業
所
に
分
か
れ
訪
問
し
、
働
く
こ
と
の

大
切
さ
や
そ
の
意
義
を
学
び
ま
し
た
。

う
ち
3
事
業
所
で
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。　

なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

枝
打
ち
や
間
伐
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
枝
打
ち

を
す
る
と
病
害
虫
や
雪
害
を
防
止
し
て
、

林
内
を
明
る
く
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

本
当
に
林
内
が
明
る
く
な
っ
た
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
し
、
良
い
経
験

に
な
っ
た
と
思
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
体
験
を
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。（
平
島  

廉
也
）

　
シ
ー
ル
貼
り
や
袋
詰
め
な
ど
、
地
道

な
作
業
を
一つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
手
作

業
で
や
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
や
り
が

い
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
店
の
方

に
「
ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す

か
」
と
質
問
を
し
た
ら
、「
こ
の
店
の
お

茶
が
一
番
お
い
し
い
と
い
う
お
客
様
か
ら

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
時
で
す
」
と
答
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
が
店
長
だ
っ
た

ら
同
じ
気
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

と
思
い
ま
し
た
。（
堤  

梨
美
）

　　
仕
事
の
大
変
さ
と
、
お
客
様
に
い
や

な
思
い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
客
室
な
ど

を
き
れ
い
に
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
こ
の
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
が
働
く

時
に
活
か
し
た
い
で
す
。（
片
山  

伸
平
）

働
く
人
の
誇
り
と

が
ん
ば
り
に
触
れ
る

　
生
徒
た
ち
に
は
、
地
域
を
支
え
て

い
る
産
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ

で
誇
り
を
持
ち
働
く
人
と
の
交
流

を
通
じ
て
自
分
の
進
路
を
見
つ
め
る

と
と
も
に
、
学
習
や
学
級
の
仕
事
を

一
つ
ひ
と
つ
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ

と
が
、
将
来
の
自
分
に
繋
が
っ
て
い

く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
と
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

八
女
森
林
組
合

働
く
人
と
の
交
流
を
通
じ
て

自
分
の
進
路
を
見
つ
め
る

黒
木
中
学
校　
１
年
担
任

　
　
　
　

  

宮
園
与
里
子
先
生

中
山
吉
祥
園

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

数十年後の森を守るための大切
な作業に表情も引き締まります

お茶を作る人や加工、販売する人など
たくさんの人の関わりを感じました

八
女
市
立
黒
木
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
か
ら

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次
の
方
が
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
再
任
》
江
﨑
　
智
香
子
　（
八
女
市
）

《
再
任
》
森
松
　
留
美
　（
星
野
村
）

《
再
任
》
平
島
　
豊
彦
　（
立
花
町
）

《
再
任
》
秀
徳
　
正
吾
　（
黒
木
町
）

《
新
任
》
酒
井
　
龍
彦
　（
上
陽
町
）

《
新
任
》
佐
藤
　
邦
子
　（
立
花
町
）

《
再
任
》
古
川
　
正
二
　（
八
女
市
）

　
任
期
は
平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

　　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
人
た
ち
で
す
。
基
本
的
人
権
の
擁
護
を

目
的
と
し
て
、
地
域
の
住
民
が
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所
や
市
の
公

共
施
設
等
に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
（
な
ん

で
も
人
権
相
談
）
を
随
時
開
設
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
に
応
じ
て
た
り
し
て

い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た
の
街
の

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
と
は

使う人のことを考えて隅々
まで丁寧に部屋を整えます
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   1

平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

八女の 展おひなさま

横町町家
交流館
2・3月の催し

　
伝
統
工
芸
の
里
、
八
女
市
は
全
国
で
も
有

数
の
ひ
な
人
形
の
産
地
で
あ
り
、「
箱
び
な
」

発
祥
の
地
で
す
。

　
今
年
も
、
２
月
12
日
㈰
か
ら
３
月
12
日

㈰
ま
で
八
女
福
島
地
区
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」

に
あ
わ
せ
て
様
々
な
雛
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
江
戸
時
代
に
八
女
で
生
ま
れ
、
職
人
の

手
に
よ
っ
て
作
り
続
け
ら
れ
て
き
た
「
箱
び

な
」
や
、豪
華
な
段
飾
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
２
月
10
日
㈮
～
３
月
20
日
㈷

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
３・４
３
１
１
）

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

町
家
で
法
話
会　

如
意
輪
寺
副
住
職
が

　
　
　
語
る 

吉
野

⃝

日
時
＝
２
月
18
日
㈯
14
時
～
15
時

30
分

⃝

場
所
＝
旧
木
下
家
住
宅
（
堺
屋
）

八
女
市
本
町
１
８
４

⃝

講
師
＝
如
意
輪
寺 

副
住
職
　
加
島

裕
和 

師

⃝

参
加
費
＝
５
０
０
円
（
グ
ッ
ズ
付
、

定
員
30
人
・
要
予
約
）

　
八
女
市
と
同
じ
く
、
南
朝
と
関
係

の
深
い
吉
野
に
あ
る
如
意
輪
寺
は
、

南
北
朝
時
代
に
吉
野
で
朝
廷
を
開
い

た
後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
定

め
ら
れ
た
由
緒
あ
る
お
寺
で
す
。
こ
の

た
び
の
法
話
会
で
は
副
住
職
の
加
島

裕
和
師
を
お
招
き
し
、
後
醍
醐
天
皇

と
そ
の
忠
臣
た
ち
を
は
じ
め
と
し
た

南
朝
や
吉
野
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
す
。
普
段
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
お
坊
さ
ん
へ
の
質
問
な
ど
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
！

⃝

主
催
＝
な
ら
縁
巡（
え
に
し
め
ぐ
り
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

⃝

後
援
＝
八
女
市
、
吉
野
町

⃝

協
力
＝
如
意
輪
寺
、
吉
野
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
聴
講
券
等
の
発
行
は
致
し
ま
せ
ん
。

ご
参
加
頂
け
な
い
場
合
の
み
連
絡
致

し
ま
す
。
※
駐
車
場
は
八
女
伝
統
工

芸
館
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
都
市

交
流
係
（
☎
２
４
・
８
１
５
６
）

友好交流都市・
奈良県吉野町
コラボ企画

２/18
㈯

開催

【お申込み方法】
「町家で法話会　参加希望」と明記のうえ、
下記いずれかの方法で住所・氏名・電話番号・人数をお
知らせください（様式は任意です）。いずれも（一社）吉
野ビジターズビューロー古賀、長谷まで
①はがき：〒 639-3111 奈良県吉野郡吉野町上市 2060-1
② TEL : 0746・34・2522 （受付時間 9 時～ 17 時）
③ FAX : 0746・39・9238
④メール : ayako_koga@yoshino-kankou.jp
※お預かりした個人情報は、当イベント実施の目的にの
み使用いたします

◦忠見小学校へ
▽岡藤昭子（大牟田市）＝岡藤明美作絵画　１点

寄附のお礼（敬称略）
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　被災
された地域に

　伝統
工芸の仏壇で支援

【
相
談
事
例
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
知
人
に
誘
わ
れ

て
、「
起
業
家
養
成
塾
」
の
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
。「
自
立
す
る
た
め
に
は
、
人
間
力

を
養
う
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、「
起

業
を
目
指
す
に
は
リ
ス
ク
も
必
要
」
と
、

受
講
料
百
万
円
を
支
払
う
よ
う
に
言
わ
れ

た
。「
お
金
が
な
い
」
と
言
う
と
、
消
費
者

金
融
で「
学
生
で
は
な
く
、勤
め
人
」と
言
っ

て
、
お
金
を
借
り
る
手
口
を
教
え
ら
れ
た
。

 （
20
歳
代　

男
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

⃝

「
起
業
」「
自
立
」
と
言
っ
た
、
若
者
に

魅
力
的
な
言
葉
で
勧
誘
し
、
高
額
な
契
約

消費生活
そうだん

㉖

を
結
ば
せ
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

⃝

友
人
や
先
輩
か
ら
の
紹
介
で
も
、
事

業
者
の
体
験
談
を
安
易
に
信
用
す
る
こ

と
は
危
険
で
す
。
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
、
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
か

ど
う
か
慎
重
に
検
討
し
、
契
約
を
急
が

せ
る
業
者
と
は
、
契
約
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⃝
収
入
や
勤
務
先
な
ど
の
嘘
を
つ
い
て
、

消
費
者
金
融
で
借
入
を
行
う
こ
と
は
違

法
で
す
。
嘘
を
つ
い
た
本
人
が
罪
に
問

わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
決

し
て
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

⃝

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
よ
う
な
手
口
を
使
っ
た
事
業
者

が
、
福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
事
業
者
名
】
＝
株
式
会
社
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｌ

Ｅ
、
株
式
会
社
ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
、
Ｃ
Ｄ
Ｊ 

Ｈ

ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時
30
分
～
16
時
30

分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

「
起
業
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」

　
勧
誘
に
は
要
注
意
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

　

投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情
報
保
護
の

観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に
つ
い
て
投
稿

者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
、
投
稿
者
等
個
人
が
特
定
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は
十
分
注
意

し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、公
開
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
個
人
情
報
を
除
き
、
情
報
公
開
の

対
象
と
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
〇
の
ご
記

入
が
な
い
場
合
は
掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と

判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

声

自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
か

慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う

すべての催しに事前申込み

が必要。八女市立図書館

（☎22・2504）まで

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 29.2）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。



Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

熊
本
地
震
の
被
災
地
に
２
基
の
仏
壇
を
寄
贈
し
た  

中
島　
正
之
さ
ん  （
亀
甲
）

「この２基の仏壇は、長年見本と
して店舗に展示しており、私にとっ
ては宝であり何物にも代えがたい
ものですが、今回の地震で寺院も
門徒も被災し、復旧・再建のめど
が立たないところが多いと聞き、ぜ
ひ支援さていただきたいと思いま
した」と中島さん。
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熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊
本
県
益
城

町
の
寺
院
を
支
援
す
る
た
め
、
仏
壇
職

人
、
中
島
正
之
さ
ん
が
仏
壇
２
基
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

「
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
訪
れ
、数
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、

そ
の
惨
状
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。何
か
自

分
も
支
援
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
地
震
発
生
後
か
ら
様
々
な
支
援
策

を
講
じ
て
い
る
八
女
市
の
取
り
組
み
を
見

て
、三
田
村
市
長
に
仏
壇
の
寄
贈
に
つ
い

て
提
案
・
相
談
し
ま
し
た
。市
長
か
ら
益

城
町
の
西
村
博
則
町
長
に
連
絡
い
た
だ

き
、本
堂
が
全
壊
す
る
な
ど
被
害
が
大
き

い
同
町
の
専
寿
寺
と
、寿
徳
寺
の
御
内
仏

と
し
て
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
す
る
仏
壇
は
、約
30
年
前

に
１
年
半
か
ら
３
年
ほ
ど
か
け
て
制
作
し

た
も
の
で
、高
さ
は
い
ず
れ
も
約
１
８
０

㌢
、幅
約
75
㌢
、扉
を
全
開
す
る
と
幅
は

１
８
０
㌢
以
上
に
な
り
ま
す
。ど
ち
ら
も

過
去
に
全
国
規
模
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

し
た
仏
壇
で
あ
り
、国
指
定
伝
統
工
芸
品

『
八
女
福
島
仏
壇
』の
様
式
を
採
用
し
、

ほ
と
ん
ど
の
工
程
を
手
作
り
で
仕
上
げ
た

た
も
の
で
す
。年
末
に
住
職
の
お
二
人
が

来
ら
れ
、実
物
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、『
こ
ん
な
に
立
派
な
も
の
を
い
た
だ

け
る
と
は
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
』

と
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。仏

壇
は
、私
た
ち
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

伝
統
の
技
術
を
結
集
し
た
八
女
福
島

仏
壇
が
被
災
地
に
癒
し
と
安
ら
ぎ
を
与

え
、
復
興
に
向
け
て
少
し
で
も
役
に
立

て
れ
ば
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
」

　

仏
壇
は
、
1
月
15
日
㈰
に
益
城
町
の

寺
院
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　被災
された地域に

　伝統
工芸の仏壇で支援

熊本県益城町の専寿寺に
仏壇を寄贈したときの様子

広報やめ　2017.2.113

2月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 20時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
6 ㈪ ,11 ㈷ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮ ,27 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6 ㈪ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮ ,27 ㈪図書館の休館日

2 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

7 ㈫ ,11 ㈷ ,14 ㈫ ,21 ㈫ ,24 ㈮ ,28 ㈫

詳しくは八女市立図書館ホームページや図書館チラシをご覧ください。
♥期間＝2月4日㈯～2月19日㈰♥場所＝八女市立図書館本館・分館、おりなす八女、文化会館

いよいよ開幕！！

♥本館＝4日、11日、18日、25日　
土曜日　14時～おはなしコーナー
♥黒木分館＝4日㈯10時30分～ 
おはなしコーナー

2月のよみきかせ

2月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝5日㈰、18日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館＝25日㈯
10時30分～ おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

～いっしょによもうね！！おやこで・かぞくで・ともだちで～
『絵本だいすき』

「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
を
作
り
ま
し
ょ
う

八
女
市
、
広
川
町
、
筑
後
市
在
住
の
方
・
八
女

市
内
に
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

⃝

持
参
す
る
も
の
＝
住
所
、
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
通
勤
さ
れ
て

い
る
方
は
証
明
書
、
通
学
さ
れ
て
い
る
方
は
在

学
が
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要

▽
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

⃝

午
前
の
部　

10
時
～
11
時
30
分　

講
演
「
子
ど
も
と
も
の
が
た
り
の
い
い
関
係
」

定
員
＝
１
０
０
人
程
度

（
午
前
の
み
託
児
あ
り
：
先
着
10
名
）

⃝

午
後
の
部　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

お
は
な
し
会
「
杉
山
亮
の
も
の
が
た
り
ラ
イ
ブ
」

定
員
＝
１
５
０
名
程
度

杉
山
亮
先
生
が
や
っ
て
く
る
！

２
月
19
日
㈰

▽
2
月
5
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時

▽
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
１
階
ホ
ー
ル

▽
講 

師
＝
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

▽
参
加
費
＝
１
人
２
０
０
円

お
り
が
み
飛
行
機
教
室

▽
2
月
12
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
2
階
第
3

研
修
室

▽
講
師
＝
平
田
満
明
さ
ん

科
学
あ
そ
び
教
室

※上陽分館は書架入れ替えのため20日㈪～ 27日㈪は休館します

♪♪絵本だいすき期間中の本館
よみきかせは、スペシャル♪♪

??
謎
解
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

本
館
・
分
館
を
め
ぐ
っ
て

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う

★2月の館内整理日は24日㈮★

すべての催しに事前申込み

が必要。八女市立図書館

（☎22・2504）まで
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出会い頭の事故を防ぐポイント！

高齢運転者の交通事故が近年大きな社会問題となっています。今や
自動車は、高齢者にとって欠かすことのできない “ 生活の足 ” である
一方、加齢による身体機能の低下は、運転能力にも重大な影響を及
ぼす危険性があると言われています。高齢者やそのご家族の中には、
日々の運転に不安を感じている人も多くいるのではないでしょうか。

防災安全課生活安全係　（☎２４・８１４６）

■高齢運転者の事故の特徴
① 高齢になるにつれて出会い頭事故が多くなる。
② 出会い頭事故の主な発生場所は、交差点であり、
    特に信号機なし交差点に約 65％が集中している。
■高齢運転者の出会い頭事故の特徴
① 高齢になるにつれて「一時不停止」による事故の割合が高くなる。
② 高齢になるにつれて、「発進時」の事故の割合が高くなる。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、

安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う特に信号機のない

交差点

一時停止や減速をしていても、
相手車両を正しく確認できない
こともあるので、交差点内が目
視できるところで、もう一度停
止・安全確認を行い、十分に
安全な速度で通行しましょう

道路標識や路面標
示をうっかり見落
としてしまうことが
ありますので、交
差点は特に注意し
て通行しましょう

視界が開けた見通しの良
い交差点であっても、必
ず安全確認行い通行す
るようにしましょう

相手車両がいると
きは、通過するの
を待ってから、交
差点を通過するよ
うにしましょう

自動車だけでなく、
二輪車や自転車に
も注意して、安全
確認を行い通行す
るようにしましょう

広い交差点では、多くの車
両が通行していて、事故の
危険も高まります。左右双方
から進行してくる相手車両
について、安全確認を行い
通行するようにしましょう

もし、あなたの目の前で人が倒れたら、適切
な応急手当ができますか。けがや病気で呼吸
も脈拍も止まった傷病者の救命率向上のため
には、現場に居合わせた一般市民による心肺
蘇生法や AED（自動体外式除細動器）の使

用がとても有効です。応急手当講習では軽度
のけがの手当から、呼吸や脈拍が止まった時
の対応や AED の使用方法まで指導します。
応急手当講習に関しては最寄りの消防署、分
署にお問い合わせください。

出会い頭の事故に要注意！

応急手当を身
につけましょう！
八女消防本部

（２４・１１１９）
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八
女
市
消
防
出
初
式
が
１
月
７
日
㈯
、
春
の
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
消
防
団
に
よ
る
ポ
ン
プ

操
法
等
の
訓
練
披
露
、
お
よ
び
消
防
本
部
に
導
入
さ
れ
た

最
新
車
両
を
使
用
し
た
訓
練
展
示
、
消
防
関
係
者
や
防
災

に
功
労
の
あ
っ
た
市
民
団
体
等
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
八
女
消
防
本
部
職
員
や
消
防
団
員
ら
は
、無
火
災・

無
災
害
と
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
は
、
市
中
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
勇
壮
な

姿
に
沿
道
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
消
防
団
で
は
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防

団
は
、「
地
域
密
着
」「
動
員
力
」「
即

時
対
応
力
」
と
い
っ
た
３
つ
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
、
火
災
・
風
水
害
・

地
震
が
発
生
し
た
際
に
地
域
を
守
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
活
動
に
は
、
女

性
な
ら
で
は
の
活
動
も
多
く
、
た
く

さ
ん
の
女
性
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
人
、
地
域
に
貢
献
し
た
い

人
、
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

【
応
募
資
格
】

① 

市
の
区
域
内
に
居
住
し
、
ま
た

は
勤
務
し
、
若
し
く
は
通
学
す
る
人

② 

年
齢
が
18
歳
以
上
の
人

③ 

健
康
な
人

【
活
動
内
容
】

① 

消
火
、
救
助
、
水
防
活
動

② 

災
害
時
の
後
方
支
援

③ 

消
防
団
、
消
防
署
が
行
う
主
要

行
事
へ
の
参
加

④ 

地
域
で
行
う
消
火
・
防
災
・
救

急
訓
練
な
ど
で
の
啓
発
、
指
導
な
ど

【
応
募
方
法
】

防
災
安
全
課
ま
た
は
各
支
所
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
安
全
課
消
防
防
災
係

（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

無
火
災・無
災
害
の
決
意
新
た
に

八
女
市
消
防
出
初
式

昨年発生した熊本地震では、
八女市でも震度5弱を記録しました。
また、八幡地区で竜巻被害が発生す
るなど、自然災害をはじめ、高
齢化社会の進行などによる様々
な災害の潜在的危険性が高まっ
ています。市では消防署・消防団の
皆さんとともに災害のないまちづくり
に向け消防力の充実強化に最善
の努力をして参ります。

消
防
団
員
募
集

①八女支団による馬簾
（ばれん）回し
②立花支団によるラッ
パ隊演奏
③消防本部による訓練
展示
④黒木支団による小型
ポンプ操法
⑤街頭分列行進

543

2

1
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
12
月
4
日
㈰
、
第
30
回
福
岡
県
南
部
小
学
生
駅
伝
八

女
市
く
ろ
ぎ
大
会
が
、
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
内
か
ら
駅
伝
男

子
24
チ
ー
ム
、
女
子
18
チ
ー
ム
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
１
５
６

人
が
参
加
。
雨
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
、
紅
葉
が
残
る
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
の
敷
地
内

周
回
コ
ー
ス
を
懸
命
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
少
子
化
に
よ

る
出
場
チ
ー
ム
の
減
少
と
役
員
の
高
齢
化
で
存
続
が
厳

し
く
な
り
、
今
回
の
30
回
目
の
節
目
で
幕
を
閉
じ
る
本

大
会
。
小
川
寛
行
実
行
委
員
長
は
、「
さ
び
し
い
思
い
も

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
八
女
市
立
花
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着

点
と
す
る
第
７
回
八
女
市
駅
伝
大
会

が
12
月
18
日
㈰
に
実
施
さ
れ
、
１
１

２
チ
ー
ム
の
選
手
が
冬
晴
れ
の
空
の

下
、
元
気
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
ま

た
会
場
付
近
は
、
約
１
０
０
０
人
の

人
出
が
あ
り
、
選
手
応
援
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
結
果
（
各
部
門
１
位
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
・
５
㌔
コ
ー
ス
】
▽
小
学
生
男
子

＝
八
女
Ｊ
Ａ
Ｃ 

Ａ
▽
小
学
生
女
子
＝

八
女
Ｊ
Ａ
ＣGirls

Ａ
▽
中
高
生
女

子
＝
城
島
中
学
校
Ａ
▽
一
般
男
子
＝

筑
後
Ｚ
▽
一
般
女
子
＝
チ
ー
ム
な
で

し
こ
▽
オ
ー
プ
ン
＝
八
女
Ｊ
Ａ
Ｃ
保

護
者
Ａ

【
２
・
４
㌔
コ
ー
ス
】

▽
中
高
生
男
子
＝
福
島
高
校
陸
上
部

Ａ
チ
ー
ム
▽
一
般
男
子
＝
キ
ュ
ー
ヘ
ン

▽
一
般
女
子
＝
八
女
走
ろ
う
会
Ｄ
▽

オ
ー
プ
ン
＝
ミ
ド
リ
ー
ゼ
Ｒ
Ｃ 

Ａ

【
チ
ー
ム
応
援
旗
コ
ン
テ
ス
ト
】

▽
優
勝
＝
八
女
走
ろ
う
会
Ａ

▽
２
位
＝
筑
南
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ Girls

▽
３
位
＝
そ
れ
行
け
筑
南
マ
ン

※
総
合
順
位
、
総
合
タ
イ
ム
、
個
人

タ
イ
ム
等
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

 

　
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
租
税

の
意
義
・
役
割
・
機
能
・
仕
組
み
等
の
租
税
制
度

を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
使
い
道
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
お
う
と
租
税
教
室
（
八
女
市
租
税
教
育
推

進
協
議
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
12
月
か
ら

１
月
の
間
、
税
務
課
や
納
税
課
等
の
職
員
が
市
内

の
小
中
学
校
を
訪
れ
、
ク
イ
ズ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
等

を
通
し
て
、「
税
金
が
な
け
れ
ば
、
み
ん
な
が
困
っ

て
し
ま
う
。
税
金
と

は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
欠
か
せ
な
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
（
警
察
、

消
防
、
道
路
・
橋
、

教
育
、
社
会
福
祉
等
）

の
費
用
を
ま
か
な
う

社
会
の
会
費
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
ま
し
た
。

チーム応援旗優勝
「八女走ろう会Ａ」

第７回八女市駅伝大会

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

県
南
小
駅
伝
八
女
市
黒
木
大
会

30
回
の
節
目
で
幕
を
閉
じ
る

【駅伝男子】〈優勝〉穂波ジュニアアスリートクラブＡ〈２
位〉安武走友クラブＡ〈３位〉立石ランナーズ

【駅伝女子】優勝〉安武走友クラブ〈２位〉芦屋ジョギ
ングクラブＡ〈３位〉穂波ジュニアアスリートクラブ　

【マラソン男子高学年】２位　大坪恒輝（福島小）

　
12
月
14
日
㈬
茶
道
江
戸
千
家
八
女

不
白
会
の
皆
さ
ま
か
ら
熊
本
地
震
に

よ
る
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
お
預
か
り

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
茶
道
会
の
活
動
の

一つ
と
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
呼
び

か
け
ら
れ
集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
預

か
っ
た
義
援
金
は
八
女
市
を
通
し
て
益

城
町
へ
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茶道江戸千家八女不白会か
ら義援金をお預かりしました
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11
月
27
日
㈰
、
上
陽
町
上
横
山
で
３
回

目
と
な
る
「
上か

む
つ
や
め

陽
咩
さ
る
こ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
中
、
滝
の
宮
不
動

尊
、
耳
納
連
山
の
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
発
進

基
地
、
馬
場
水
車
場
な
ど
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
移
動
し
周
辺
を
歩
い
て
回
り
ま
し
た
。
中

で
も
耳
納
連
山
頂
上
の
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー

発
進
基
地
で
は
、
今
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
が

や
み
、
眼
下
に
雄
大
な
筑
後
平
野
と
遠
く
は

博
多
湾
の
海
の
輝
き
ま
で
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
同
じ
八
女

で
も
こ
ん
な
景
色
を
見
た
の
は
初
め
て
」
と

感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
昼
に

は
地
元
納
又
地
区
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
芋
ま

ん
じ
ゅ
う
や
だ
ご
汁
に
舌
包
み
を
打
ち
な
が

ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　障害者支援施設「蓮の実団
地」利用者と職員が12月９日㈮、
障害者週間に合わせ清水町公
園の清掃活動を行いました。清
掃活動を希望した 17 人と職員
５人が参加。一生懸命作業をし、
20 袋のゴミ、軽トラ山盛り１台
分を集めることができました。

　毎週土曜日、おりなす八女で子ども食堂と学習支援
に取り組んでいる「土曜クラブ」。地域の子どもたち
が元気に成長していくためにとボランティアグループ

「チャイルドサポート ネットワーク」（下川京子代表）が
運営しています。12月24日㈯、土曜クラブでは八女ユー
ス・リーダー講座によるクリスマスイベントが行われま
した。講座生は、子どもたちと雪の結晶の切り紙を作っ
て窓に張り、一緒に昼食を楽しみました。また、ストラッ
クアウトとコリントゲームができるおたのしみブースと
プラ板ストラップが作れるもの作りブースを運営。みん
な楽しそうにゲームに挑戦し、プラ板作りに熱中してい
ました。初めての試みでしたが、講座生が自ら考えて
運営し、子どもたちと触れあうことができました。

　12 月 30 日㈮から兵
庫県で開催された第 25
回全日本高等学校女子
サッカー選手権大会に、
福岡県代表として馬場
奈都子さん（福岡女学
院高校女子サッカー部
ＭＦ）が出場しました。

少年野球新人戦

⃝日時＝ 12 月 3 日㈯
～ 4 日㈰⃝場所＝春
の山グラウンド⃝参加
チーム数＝ 10 チーム
⃝結果＝優勝 岡山ヤン
グス／準優勝 忠見ラ
イオンズ／ 3 位 八女
嵐、北川内ジャガーズ

　
八
女
地
区
安
全
運
転
運
行
管
理
者
協
議

会
（
福
島
成
孝
会
長
）
か
ら
12
月
16
日
㈮
、

反
射
材
付
き
タ
ス
キ
１
４
０
０
本
を
八
女
市

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
贈
呈
式
で

は
「
地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
使
っ
て

欲
し
い
」
と
福
島
会
長
よ
り
、
三
田
村
市
長

へ
目
録
と
反
射
材
付
き
タ
ス
キ
が
渡
さ
れ
、

三
田
村
市
長
か
ら
お
礼
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
タ
ス
キ
は
、
早
朝
や
夕
方
・
夜
間
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
防
災
安
全

課
生
活
安
全
係
か
各
支
所
総
務
課
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生
活
安
全
係

（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

晩
秋
の
横
山
路
を
歩
く

土
曜
ク
ラ
ブ
で
子

ど
も
た
ち
と
交
流

清水町公園を美しく

　
日
本
と
ト
ル
コ
と
の
文
化
交
流
に
取
り
組
む
福
岡
市
在
住

の
ト
ル
コ
人
エ
ン
シ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト
さ
ん
が
、
12
月
22
日
㈭

に
八
女
市
役
所
を
訪
問
し
、
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
ト
ル
コ
か
ら
の
出
品
絵
画
約
60
点
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
国
か
ら
の
応
募
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
で
首
都
ア
ン

カ
ラ
な
ど
の
小
中
学
生
ら
が
出
品
。

今
回
は
紅
茶
の
生
産
地
で
あ
る
リ
ゼ

県
か
ら
茶
畑
等
を
描
い
た
水
彩
画
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ム
ラ
ー
ト
さ
ん

は
「
昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
心
が

通
い
合
う
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
八

女
と
は
茶
の
産
地
と
い
う
共
通
点
も

あ
り
今
後
さ
ら
に
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
３
月
に

開
催
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
は
26
回
目

で
国
内
を
は
じ
め
ス
リ
ラ
ン
カ
や
台

湾
か
ら
も
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

トルコから
60 点の応募

全日本高校女子サッカーに出場

耳
納
連
山
頂
上
で
の
眺
め
に
感
動

反
射
材
付
き

タ
ス
キ
を
寄
贈

〈八女市少年野球育成会〉
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農
地
法
等
に
基
づ
く
許
認
可
事
務
に
加
え

て
、「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
と

し
て
、
次
の
項
目
が
義
務
業
務
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

⑴
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
・
農
地
等
の
集
団

化 

⑵
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消 
⑶

農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進

　
農
業
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

選
挙
制
と
選
任
制
（
議
会
・
団
体
推
薦
）
の

併
用
が
な
く
な
り
、
事
前
に
推
薦
・
応
募
さ

れ
た
人
の
中
か
ら
、
議
会
の
同
意
を
経
て
市

長
が
任
命
し
ま
す
。
ま
た
、
定
数
は
24
人
と

さ
れ
、
女
性
や
青
年
の
積
極
的
な
登
用
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
※
現
在
の
農
業
委
員
は
、
法
律

の
経
過
措
置
に
よ
り
平
成
29
年
７
月
19
日
（
任

期
満
了
日
）
ま
で
在
任
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域
に
お
い
て
、

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
の
地
域

に
お
け
る
現
場
活
動
を
行
う
「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」（
推
進
委
員
）
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
推
進
委
員
は
、
事
前
に
推
薦
・
応
募

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱

し
ま
す
。
定
数
は
45
人
と
な
り
、
各
区
域
ご

と
の
数
は
別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
農
業
委
員
は
主
に
総
会
等
に
出
席
し
、
農
地

の
権
利
移
動
、
転
用
等
の
許
認
可
な
ど
の
審
議

を
行
い
、
推
進
委
員
は
各
区
域
に
お
い
て
、
主

に
農
地
集
積
等
の
相
談
対
応
、
耕
作
放
棄
地
の

防
止
な
ど
の
業
務
を
担
い
ま
す
。
※
応
募
方
法
・

募
集
の
案
内
等
は
、
３
月
ご
ろ
改
め
て
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
２
３
・
２
４
０
７
）

番号 区域の名称 推進委
員の数

１ 八女市福島区域
（福島校区の区域） １

２ 八女市長峰区域
（長峰校区の区域） ２

３ 八女市上妻区域
（上妻校区の区域） １

４ 八女市三河区域
（三河校区の区域） ２

５ 八女市八幡区域
（八幡校区の区域） ２

６ 八女市川崎区域
（川崎校区の区域） ２

７ 八女市忠見区域
（忠見校区の区域） ３

８ 八女市岡山区域
（岡山校区の区域） ３

９ 八女市上陽区域
（上陽町の区域） ４

１０ 八女市黒木区域
（黒木町の区域） １２

１１ 八女市立花区域
（立花町の区域） ８

１２ 八女市矢部区域
（矢部村の区域） ２

１３ 八女市星野区域
（星野村の区域） ３

農
業
委
員
会
制
度
変
更
の
お
知
ら
せ

１ 

農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
点
化

２ 

農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

３ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
（
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
）
さ
れ
、
農
業
委
員

会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
は
、
農

業
委
員
の
次
の
任
期
で
あ
る
平
成
29
年
７
月
20
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

⃝

告
示
日
＝
２
月
１
日
㈬

⃝

縦
覧
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
２
月

15
日
㈬

⃝

時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

⃝

会
場
＝
八
女
市
役
所
上
下
水
道
局

下
水
道
工
務
係

⃝
縦
覧
概
要
＝
▽
事
業
計
画
区
域

（
認
可
区
域
）

【
変
更
前
区
域
】
４
９
４
㌶

【
変
更
後
区
域
】
５
４
１
㌶
〈
４
９
４

㌶
（
変
更
前
区
域
）
＋
47
㌶
（
拡
張

区
域
）〉

⃝

整
備
期
間
＝
【
変
更
前
】
平
成
10

年
度
～
平
成
29
年
度
【
変
更
後
】
平

成
10
年
度
～
平
成
32
年
度

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水

道
工
務
係(

☎
２
３
・
１
６
７
０)

公共下水道事業計画区域（認可区域）等変更の告示・縦覧について
下水道法の規定により、公共下水道事業計画区域の拡張および整備期間
等の変更（案）を告示・縦覧します。
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◦
申
込
期
限
＝
２
月
10
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支

所
市
民
生
活
福
祉
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）

　
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
や
戦

災
概
況
図
、
日
本
国
憲
法
（
複

製
）
な
ど
、
国
立
公
文
書
館
が
所

蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
多
数
展
示

し
、
明
治
期
か
ら
戦
後
昭
和
期
ま

で
の
近
代
日
本
と
福
岡
の
歴
史
を

振
り
返
り
ま
す
。
関
連
行
事
と
し

て
、
展
示
解
説
や
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
観
覧
料
無
料
。

◦
期
間
＝
２
月
21
日
㈫
～
３
月
19

日
㈰
9
時
～
17
時
（
月
曜
休
館
）

▽
展
示
解
説
＝
２
月
21
日
㈫
14

時
～
14
時
30
分
▽
講
演
会
＝
２
月

25
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分
「
明

治
日
本
の
近
代
化
と
ロ
ー
カ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
文
書
史
料
が
語

る
官
民
の
摩
擦
と
協
調
―
」
／
福

岡
市
博
物
館
長 

有
馬
学
さ
ん

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
共

同
公
文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

／
N
０
９
２ 

・
９
１
９
・
６
１
６

８
※
無
料
駐
車
場
あ
り
。
Ｈ
Ｐ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
の
秘
訣
、
60
歳
か
ら

の
仕
事
探
し
の
ポ
イ
ン
ト
、
心
構

に
つ
い
て
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
個

別
相
談
。
参
加
無
料
、
要
予
約
。

◦
対
象
＝
定
年
退
職
な
ど
さ
れ
た

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

◦
日
時
＝
3
月
10
日
㈮
13
時
～
15

時
30
分

◦
会
場
＝
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン

タ
ー
久
留
米
オ
フ
ィ
ス
（
久
留
米

市
天
神
町
８
リ
ベ
ー
ル
４
階
）

◦
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

２
・
４
３
２
・
２
５
４
０
）

　
日
本
の
建
国
を
お
祝
す
る
市
民

の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料

◦
日
時
＝
２
月
11
日
㈷
13
時
開
演

◦
内
容
＝「
神
話
に
見
る
日
本
人
の
心
」

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
宮
田
修
氏

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
室
園
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
２
８
４
・
５
１
４
３
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
出
店
者
も
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈰
７
時
30
分

～
９
時
30
分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
観
梅
会
コ
ー
ス

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
初
午
大
祭
を
西
紺
屋
町
内
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
「
登
喜
和
会
」
主
催

で
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈰
８
時
～
17
時

◦
場
所
＝
正
一
位
平
田
稲
荷
大
明

神
、
正
一
位
仙
九
郎
稲
荷
大
明
神

※
看
板
・
の
ぼ
り
旗
有
り

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
本
さ
ん

（
☎
２
４
・
５
２
９
１
）

　「
食
と
文
化
と
経
済
か
ら
八
女

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
」
と
題
し

堤
裕
一
郎
さ
ん
（
ま
る
昌
醬
油
醸

造
元
若
旦
那
）
を
講
師
に
開
催
。

参
加
費
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
２
月
14
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　
未
就
学
の
子
ど
も
の
い
る
保
護

者
、
子
育
て
に
興
味
が
あ
る
人
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
25
日
㈯
９
時
～
11
時

◦
場
所
＝
矢
部
保
育
園
ゆ
う
ぎ
室

◦
演
題
＝
「
心
が
か
ぜ
を
ひ
く
と

き
」
～
安
心
感
と
自
立
～

◦
講
師
＝
西
九
州
大
学
非
常
勤
講

師 

臨
床
心
理
士 

吉
村
春
生
さ
ん

◦
託
児
＝
有
り
（
定
員
９
人
）

八
女
軽
ト
ラ
市

神
話
に
見
る
日
本
人
の
心

八
女
市
子
育
て
支
援
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ

第
38
回
地
域
活
動
講
演
会

【書道部 作品展示】　2 月9日㈭～ 12日
㈰／立花市民センター

【美術部 作品展示】2 月 9日㈭～ 12日
㈰／立花市民センター

【写真部 作品展示】2 月 9日㈭～ 12日
㈰／立花市民センター

【郷土史部 作品展示】2 月 9 日㈭～ 12
日㈰／立花市民センター

【華道部 作品展示】2 月11日㈷～ 12日
㈰／立花市民センター

【器楽部 発表会】2 月 26 日㈰開演 13
時／おりなす八女

【吟詠部 発表会】2 月 26 日㈰開演 13
時／おりなす八女

【舞踊部 発表会】2 月26日㈰開演 13 時
／おりなす八女※沖縄エイサー特別出演

【茶道部 野点】2 月25 日㈯／「夢たち
ばな観梅会」会場
◦問い合わせ＝立花町文化連盟 平島さ
ん（☎ 090・3883・2186）

立花町文化祭（立花町文化連盟）

初
午
大
祭

　森林セラピーと椎茸の菌打ち体
験ツアーを実施します。約２キロ
の森林セラピーロードをゆっくり歩
きながら癒されてみませんか。菌
打ち体験では使用されたホダ木
を、1人 2 本ずつプレゼントします。
❖日時＝ 3 月11日㈯ 10 時～ 15
時（9 時 30 分集合）
❖場所＝くつろぎの森グリーンピ
ア八女
❖参加料＝大人（中学生以上）
2,000 円、子ども（小学生以下）
1,500 円（弁当、温泉入浴券付）
❖定員＝先着 30 人
❖募集締切＝２月28日㈫
❖申込・問い合わせ＝黒木支所産
業経済課（☎４２・１１１５）

森林セラピーと
椎茸の菌打ち
体験ツアー

自然の恵みを感じよう！国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
展

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー
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し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料

◦
会
場
／
日
程
＝

【
第
１
回
】
３
月
２
日
㈭
／
八
女

市
総
合
体
育
館
研
修
室

【
第
２
回
】
３
月
３
日
㈮
／
黒
木

支
所
大
会
議
室

◦
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
両
日
）
＝
▽

受
付
18
時
30
分
～
▽
講
演
・
実
技

19
時
～
21
時

◦
内
容
＝
「
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
育
成

の
た
め
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
」

◦
対
象
＝
地
域
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

（
指
導
者
・
保
護
者
）
な
ど

◦
申
込
締
切
＝
２
月
26
日
㈰

◦
申
込
方
法
＝
申
込
書
（
総
合
体

育
館
、
各
支
所
総
務
課
・
八
女
市

Ｈ
Ｐ
に
設
置
）
を
総
合
体
育
館
・

各
支
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
フ
ァ
ク
ス
可
）。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
／
N
２
４
・

０
０
２
９
）

◦
日
時
＝
２
月
12
日
㈰
10
時
～
15

時
10
分

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

◦
参
加
費
＝
２
千
円
（
弁
当
代

込
）、
テ
キ
ス
ト
代
別
途
２
７
０
円

◦
内
容
＝
テ
ー
マ 

幸
せ
の
種
「
一番

大
切
な
も
の
は
」
／
モ
ラ
ロ
ジ
ー

社
会
教
育
講
師 

小
橋
勲
さ
ん

　
川
崎
病
院
の
理
学
療
法
士
に
よ

る
指
導
「
肩
こ
り
・
腰
痛
の
改
善
・

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
体
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈮
、
３
月
10

日
㈮
、
３
月
24
日
㈮
19
時
～
21
時

◦
場
所
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
上
陽
町
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
３
回
）

◦
申
込
期
間
＝
２
月
１
日
㈬
～
２

月
15
日
㈬
※
平
日
９
時
～
17
時
、

月
曜
日
休
館
（
申
込
は
電
話
で
受

付
、当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
今

必
要
な
こ
と
を
学
び
指
導
に
活
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
世
話
人
田

中
さ
ん
（
☎
２
４
・
２
７
０
５
）

　
読
み
聞
か
せ
活
動
の
方
、
保
育

士
、
お
孫
さ
ん
に
読
み
聞
か
せ
し

た
い
方
に
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
福
岡

県
教
育
委
員
会
後
援

◦
日
時
＝
毎
月
第
１
週
目
水
曜
日

19
時
～
21
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

◦
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ
ら

か
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
手
口
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
８
７
６
６
・
６
２
２
３
）

　
全
国
展
開
さ
れ
て
い
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
対

応
の
方
法
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
事
者
や
家
族
を
見
守
り
支

援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、

み
ん
な
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
活
動

で
す
。
受
講
料
は
無
料
で
、
テ
キ

ス
ト
と
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡

し
し
ま
す
。
地
域
や
職
場
の
仲
間

や
友
人
、
グ
ル
ー
プ
等
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
０
８
）

　
電
話
や
面
談
に
よ
る
解
雇
・
雇

止
め
集
中
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相

談
も
行
い
ま
す
。（
※
相
談
無
料
、

予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
２
月
22
日
㈬
、
23
日
㈭

９
時
～
20
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
福

岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４

　
福
岡
県
で
は
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
が
抱
え
る
認
知
症
に
関
す

る
介
護
の
悩
み
事
に
対
し
て
、
電

話
ま
た
は
面
談
に
よ
る
無
料
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
※
電
話
の
場
合
通

常
の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

◦
相
談
日
時
＝
水
・
土
曜
の
11
時

～
16
時

◦
場
所
＝
春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

◦
電
話
＝
０
９
２
・
５
７
４
・
０

１
９
０
※
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

県
認
知
症
介
護
相
談
窓
口

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

え
ほ
ん
の
べ
ん
き
ょ
う
会

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康
講
座

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

教
室
・
講
座

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝八女市全域
⃝問い合わせ＝地域振興課定住
対策係（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事前に
お電話ください。

空き家情報を募集しています♪

①アルコール依存症の家族教室
　家族等のアルコール問題でお困
りの人はいませんか。参加費無料。
2 月14 日㈫までに要申込。
◦日時＝ 2 月16 日㈭ 14 時～ 16
時（受付 13 時 30 分～）
◦内容＝講話「あなたが変わると
家族も変わる～アルコール依存症
からの回復を支える３つのチカラ
～」／中島薫さん（カウンセリン
グスペース ひなた猫臨床心理士）
◦対象＝家族、友人にアルコール
問題を抱えている人

②うつ家族のつどい
　同じ病気の方を持つ家族同士で
集まり、日頃の不安や今の思いを
お話してみませんか。参加費無料、
秘密厳守、要申込。
◦対象＝うつ病の方の家族
◦日時＝2月23日㈭14時～15時30分
◦内容＝臨床心理士によるつどい
( 悩みの共有や情報交換等 )

①②共通
◦場所＝県柳川総合庁舎第 3 会
議室（柳川市三橋町今古賀）
◦申込・問い合わせ＝県南筑後
保健福祉環境事務所精神保健係

（☎ 0944・72・2176）

県南筑後保健福祉環境
事務所からのおしらせ

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
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て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
は

広
報
や
め
６
月
１
日
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
場
合
は

左
記
へ
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
受
診
の
と
き
は
、「
被
保

険
者
証
（
保
険
証
）」
と
広
域
連

合
が
郵
送
し
た
「
受
診
票
」、
自

己
負
担
金
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。
受
診
票
が
見
あ
た
ら
な
い
場

合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
や
高
血

圧
症
な
ど
）
で
治
療
中
の
人
は
受

診
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ

せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
６
５
１
・

３
１
１
１
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎

月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
労
働
力
調
査
は
、
我
が
国

の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。

《
３
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
２
月
18
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
を
対
象
に
生
活
習

慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
等

を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
受

診
期
限
は
平
成
29
年
３
月
31
日
で

す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

は
早
め
に
ご
予
約
の
上
、
受
診
し

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講

あ
っ
せ
ん
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
対
象
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
①
機
械
加

工
技
術
科
（
12
）
②
電
気
設
備
施

工
科
（
18
）

◦
募
集
期
間
＝
２
月
６
日
㈪
～
３

月
１
日
㈬

◦
訓
練
期
間
＝
４
月
５
日
㈬
～
９

月
29
日
㈮
（
６
か
月
）

◦
選
考
日
＝
３
月
８
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
０
９

５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
登
録
を
希
望
す
る
校
種
、

教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
【
養

護
助
教
諭
】
養
護
教
諭
免
許
状

【
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
】
栄
養

士
【
学
校
事
務
代
理
職
員
】
免

許
状
不
要

※
志
願
書
は
南
筑
後
教
育
事
務
所

で
配
布
、
県
教
育
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

教
育
事
務
所
総
務
課
教
職
員
係

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
３
４
２
）

　
満
20
歳
以
上
で
希
望
さ
れ
る
人

に
対
し
、
学
力
検
査
を
行
わ
ず
作

文
に
て
入
学
者
選
抜
を
行
う
特
例

措
置
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
一
部

学
校
を
除
く
）。
こ
れ
か
ら
勉
学

を
始
め
て
、
高
校
卒
業
資
格
を
得

た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
入
学
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
志
願
資
格
＝
高
校
入
学
資
格
が

あ
る
満
20
歳
（
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
）
以
上
の
人

◦
願
書
配
付
場
所
・
試
験
会
場
＝

志
願
先
高
校

◦
願
書
受
付
期
間
＝
２
月
14
日
㈫

～
21
日
㈫
※
最
終
日
は
正
午
ま
で

◦
試
験
日
＝
３
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
教
育
庁

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
０
４
）

か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
あ

り
、
政
府
や
都
道
府
県
の
雇
用･

失
業
対
策
の
た
め
に
不
可
欠
な
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
に
選
定
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
お
宅
に
調
査
員
が
う
か
が
っ
た

際
に
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査

票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統
計
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み
に
使
わ

れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

　
市
町
村
立
学
校
の
講
師
等
の
希

望
者
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
特
に

小
学
校
・
中
学
校
数
学
、
社
会
、

英
語
、
美
術
、
技
術
の
講
師
希
望

者
が
少
な
い
状
況
で
す
。
該
当
免

許
状
を
お
持
ち
の
人
は
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
次
の
免
許
状
・
資
格
を

有
す
る
こ
と
。
取
得
見
込
み
も
可
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

就
業
支
援

八女市岩戸山歴史文
化交流館「いわいの郷」

古代力士像～石製表飾品
などにみる力士像
　古代力士像が意味するもの
は何なのかについて、前館長に
ひも解いていただきます。入場
無料
◦期日＝ 2 月 18 日㈯ 13 時 30
分～ 15 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館
◦講師＝佐田茂さん（佐賀大学
名誉教授）
◦定員＝100人程度（当日受付）
◦問い合わせ＝同館（☎ 24・
3200 ／ N 24・3210）

◦日時＝ 3 月 11日㈯ 14 時～
16 時◦会場＝八女市田崎廣助
美術館（立花町市民センター
イベントホール）◦内容＝『ひ
な祭り子供アート』染織作家の
中園唯さんを講師に迎え、親子
でお雛様を作ります。◦参加対
象＝ 5 歳以上の子どもとその保
護者◦定員＝10 組（20 人）◦
参加費＝ 500 円◦募集期間＝ 2
月1日㈬～3月4日㈯ 電話・ファ
クスにて受付（先着順）
◦申込・問い合わせ＝八女市田
崎廣助美術館（☎ 23・8304
／ N 24・8305）

空き家情報を募集しています♪
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
八
女
市

田
崎
廣
助
美
術
館

『
ひ
な
祭
り

子
供
ア
ー
ト
』

市
町
村
立
学
校
講
師
等
登
録
制
度

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た
定
時
制
高
校
入
試
特
例

親
子
で

お
雛
様
の

ア
ー
ト
作

品
を
作
ろ

う
！
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【恋グル PASSvol.3 恋メニュー発表会】◦日時＝ 2/11
㈷ 10:00 ～ 15:00 ◦場所＝水田天満宮境内◦問＝市商工
観光課（☎ 0942・65・7024）

【柳川雛祭りさげもんめぐり】◦期間＝ 2/11 ㈷～ 4/3 ㈪
◦問＝市観光案内所（☎ 0944・74・0891）

【水郷柳川ゆるり旅】◦期間＝ 2/13 ㈪～ 4/1 ㈯◦問＝市
観光案内所（☎ 0944・74・0891）

【風浪宮大祭】◦日程＝ 2/9 ㈭ 10：30 ～祭典開始、
2/10 ㈮ 9:30 ～献花祭、18:30 ～裸ん行、2/11 ㈷ 8:30
～お潮井汲み◦問＝風浪宮（☎ 0944・87・2154）

【九州オルレ「みやま・清水山コース」オープン】◦日時＝
2/19㈰10:00～◦場所＝瀬高町大草1086八楽会教団（スター
ト地点）◦問＝みやま市商工観光課（☎ 0944・64・1523）

【読書ボランティア「あひるの会」とつくる懐かしいひ
な飾りづくり】◦日時＝ 2/18 ㈯ 10:00 ～ 12:30 ◦内容
＝①ひな飾り 3 種づくり②エプロンシアター鑑賞※参加
費 700 円、定員 15 人（2/15 までに要申込）◦問＝町企
画課（☎ 0944・32・1036）

大川市

みやま市

大木町

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　
「
八
女
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
」
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
そ
れ
ら

の
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
た
り
、
行
動
計
画
の
策
定
や
変
更
等
の

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
た
り

す
る
た
め
に
、
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
て
い
る
審
議
会
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
幅
広
い
ご
意
見
を
施
策
に
活
か
し
て
い

く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
審
議
会
委
員
の

一
部
を
公
募
し
ま
す
。

【
職
務
】
八
女
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審

議
会
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
た
後
、
本

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ

い
て
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
い
ま
す
。

【
任
期
】
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
２
年
間

【
応
募
資
格
】

①
八
女
市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

の
人
（
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
）。

②
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
関
心
が
あ

り
、
年
数
回
、
平
日
に
開
催
す
る
審
議
会

に
出
席
で
き
る
人
。

③
本
市
に
お
け
る
他
の
審
議
会
や
協
議

会
等
の
附
属
機
関
の
委
員
と
し
て
就
任
し

て
い
る
人
（
就
任
予
定
の
人
を
含
む
）
は

除
き
ま
す
。

【
報
酬
等
】
日
額
４
５
０
０
円
×
審
議
会

の
開
催
日
数

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
応
募
方
法
】
次
の
必
要
書
類
を
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参
画

推
進
係
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

ア
所
定
の
応
募
用
紙
（
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
八

女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
）

イ
次
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ

に
つ
い
て
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
た
作

文
（
様
式
は
特
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
）

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

私
が
思
う
こ
と
」

「
こ
れ
か
ら
の
八
女
市
に
つ
い
て
私
が
思

う
こ
と
」

「
職
場
や
地
域
・
家
庭
で
私
が
思
う
こ
と
」

【
応
募
期
間
】
２
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪

※
２
月
20
日
必
着

【
審
査
お
よ
び
選
考
】
書
類
に
よ
る
審
査

お
よ
び
面
接
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】
①
応
募
書
類
に
虚
偽
の
記

載
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
委
員

就
任
後
で
あ
っ
て
も
委
嘱
を
取
り
消
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
受
理
し
た
応
募
書
類
は
、
理
由
の
如
何

を
問
わ
ず
一
切
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
男
女
共
同
参
画
・
生
涯

学
習
課 

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
２
３
・
１
３
１
４
（
直
通
）

八
女
市
男
女
共
同

参
画
推
進
審
議
会

　
委
員
募
集

　
道
路
や
水
路
の
占
用
許
可
は
、
通
常

５
年
後
の
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

占
用
期
間
が
満
了
に
な
る
前
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
更
新
手
続
き
の
流
れ
】

　
占
用
期
間
満
了
前
に
『
占
用
継
続
許

可
申
請
書
』
を
送
付
し
ま
す
。
送
付
さ

れ
た
申
請
用
紙
に
署
名
・
押
印
の
上
、
八

女
市
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
の
建
設
課

担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
４
月
初
旬
に
許
可
書
お
よ
び
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
４
月
末
ま
で
に
占

用
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
送
付
さ
れ

た
許
可
書
は
、
建
築
確
認
や
土
地
売
買

の
際
に
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
５
年
後
の
更
新
ま
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

【
そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て
】

　
占
用
者
の
名
義
や
住
所
等
が
変
更
に

な
る
場
合
、
占
用
物
件
の
移
設
、
形
状
の

変
更
、
撤
去
等
が
発
生
す
る
場
合
は
別
途

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
管
轄

の
本
庁
・
各
支
所
建
設
課
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
総
務
管
理
係

（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）

▽
黒
木
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１
１

７
）
▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４

９
３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
（
☎

５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢
部
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支

所
建
設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

道路・水路の占用期間満了に伴う更新手続き
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火災出火件数  1件 （24件）
救急出動件数 290件 （3,172件）
救急搬送人数 277人 （3,061人）

人身事故発生件数 42件 （468件）
傷　　者 57人 （631人）
死　　者 1人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,380 (-63)
男 30,807  (-20)
女 34,573  (-43)

世帯数 24,556  (  -25)
　※（　）内は前月比

出生 39 人 死亡 71人
転入 107 人 転出 138人

▼ 12 月の交通事故の状況

▼ 12 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（12 月31日現在）

▼ 12 月の異動
納期限・口座振替日は2月28日㈫

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

無料法律相談
◦ 2 月16日㈭ 、3 月2日㈭ ／ 相談13:00
　～16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦ 2 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 2 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 2 月24日㈮ 13:30 ～16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎ 54・3629
◦ 2 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦2月9日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦2月20日㈪ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦2月21日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
◦2月17日㈮ 13:00～14:00/そよかぜ（星野）
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦2月1日㈬13:00 ～ 16:00 ／星野支所
◦2月3日㈮13:00 ～16:00 ／社会福祉会館
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月7日㈫13:00 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦2月8日㈬13:00～16:00／立花市民センター
◦2月10日㈮13:00 ～16:00 ／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦2月2日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦2月14日㈫ 13:30～16:00／
　地域福祉センター（上陽）
◦2月1日㈬、15日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月6日㈪ 13:30～16:00/立花市民センター2階
◦2月7日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／矢部公民館
◦2月8日㈬ 9:00 ～ 12:00 ／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦2月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦2月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦2月1日㈬、15日㈬13:30 ～ 16:00　

／社会福祉会館
◦2月1日㈬、15日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月8日㈬、22日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月8日㈬、22日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦2月3日㈮ 13:00～15:00/八女商工会議所
定例税務相談会
◦2月13日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦2月20日㈪13:30 ～ 16:30
　／八女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦2月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所203会議室
◦2月9日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦2月10日㈮・21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦2月21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦2月9日㈭ 11:00 ～ 12:00 ／矢部公民館
◦2月23日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～16:00 ／社会福祉会館
　※予約☎0942・30・0144

消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活センター☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦2月21日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法
　書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（4 期）◦国民健康保険税（8 期）
◦後期高齢者医療保険料（8 期）◦介護保険料（8
期）◦住宅使用料（2 月）◦保育料（2 月）◦水
道料金・下水道使用料（6 期）◦農業集落排水
施設使用料（6 期）◦下水道受益者負担金（4 期）

2月12日㈰ 旧 下津浦医院 → 新 城戸医院（鵜池）☎23・5303
2月19日㈰ 旧 城戸医院 → 新 下津浦医院（津江）☎22・2564在宅医当番の変更

2月に
納める
もの



絃
、
い
つ
で
も
ど
ん
な
時
も
、

こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
大
好

き
だ
よ
♡

祝
１
歳
♡
我
が
家
一
番
の
大
食

い
姫
！
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

大
き
く
な
っ
て
ネ
☆

１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
た

く
さ
ん
の
大
好
き
に
め
ぐ
り
あ
え

ま
す
よ
う
に
☆

誕
生
日
お
め
で
と
う
。
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
、
い
っ
ぱ
い
笑
っ

て
大
き
く
な
っ
て
ね
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
た
く
さ
ん

寝
て
、
元
気
で
優
し
い
女
の
子

に
育
っ
て
ね
！

４
年
に
１
回
し
か
誕
生
日
は
来
な

い
け
ど
人
生
明
る
く
ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ

♪
し
て
ね
～
！

穴見　絃
いと

ちゃん

岩下 心
こ こ ね

音ちゃん

松原 有
ゆ う り

李ちゃん

東野 　聖
あきら

ちゃん

樋口 歓
か ん な

那ちゃん

助廣 勇
ゆうしん

心ちゃん

Ｈ28年2月3日生（井延）

Ｈ28年2月10日生（立花町）

Ｈ28年2月28日生（本村）

Ｈ28年2月8日生（黒木町）

Ｈ28年2月16日生（星野村）

Ｈ28年2月29日生（馬場）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送でお
申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

㈱やまやコミュニ
ケーションズとの
連携協定

㊳市長コラム
　

昨
年
末
に
、
㈱
や
ま
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
「
地
域
活

性
化
包
括
連
携
協
定
書
」
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
立
花
ワ
イ
ン
株
式
会
社
の
経
営
改
善

支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市
の
各
種
事
業
で
ご
縁
が
あ
っ
た

同
社
に
協
力
要
請
を
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。
▼
連
携
の
内
容

は
５
項
目
で
、
立
花
ワ
イ
ン
株
式
会
社
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

八
女
市
の
フ
ル
ー
ツ
・
農
産
物
・
加
工
品
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
全
国
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
▼
具
体
的
に
は
今
後
協
議
し

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
や

ま
や
が
体
験
型
観
光
施
設
「
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
」
を
八
女
市
内

に
開
設
す
る
と
い
う
構
想
が
あ
り
ま
す
。
調
印
式
の
席
上
で
は
、

山
本
正
秀
社
長
か
ら
八
女
市
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
構
想
が
実
現
す
れ
ば
、観
光
や
産
業
等
、

地
域
経
済
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特
産
品
や

文
化
、
歴
史
な
ど
、
全
国
に
誇
る

こ
と
が
で
き
る
「
八
女
の
魅
力
」

を
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
発
信
し
、

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
今
後
、
や
ま
や
と
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
計
画
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
『
柳
島
の
十
七
夜
』（
市
無

形
民
俗
文
化
財
指
定
）
が
１

月
17
日
㈫
、
柳
島
の
若
宮
神

社
境
内
の
観
音
堂
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
約
８
０
０
年
前
、

当
時
の
黒
木
城
主
の
正
室
が

矢
部
川
に
身
を
投
げ
、
そ
の

時
に
抱
い
て
い
た
観
音
像
が
柳

島
に
流
れ
つ
き
、
そ
れ
を
通
り

が
か
っ
た
あ
め
形
売
り
が
引
き

揚
げ
、
わ
ら
を
焚
い
て
温
め
た

こ
と
が
祭
り
の
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
別

名
「
あ
め
が
た
ま
つ
り
」
と
も

言
わ
れ
、
境
内
で
は
今
で
も
あ

め
が
た
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

竹
や
わ
ら
で
作
ら
れ
た
高
さ

約
7
メ
ー
ト
ル
の
「
ほ
っ
け
ん

ぎ
ょ
う
」
に
火
が
付
け
ら
れ
る

と
、
ま
た
た
く
間
に
火
は
燃
え

上
が
り
、
集
ま
っ
た
大
勢
の
人

た
ち
は
1
年
の
無
病
息
災
を

願
い
ま
し
た
。
柳
島
の
桐
明
俊

光
区
長
は
、「
地
域
も
高
齢
化

が
進
み
準
備
も
大
変
で
す
が
、

歴
史
あ
る
こ
の
伝
統
行
事
を

力
を
あ
わ
せ
て
継
承
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

燃
え
さ
か
る
火
に
無
病
息
災
を
願
う

伝
統
行
事
『
柳
島
の
十
七
夜
（
あ
め
が
た
ま
つ
り
）』

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
例
年
に
な
く
暖
か
か
っ
た
正

月
か
ら一転
、
冷
え
込
む
日
が
続

い
て
い
ま
す
ね
。
今
月
は
ぼ
ん
ぼ

り
ま
つ
り
に
観
梅
会
と
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
。春
の
足
音
を
探
し
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。（
Ｔ・Ｓ
）

▼
華
や
か
な
雰
囲
気
の
成
人

式
。
何
人
か
の
新
成
人
と
話
し

ま
し
た
が
、
自
分
の
将
来
の
目

標
を
明
確
に
語
る
人
が
多
く
、

と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

夢
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
「
が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
」

山
口
さ
ん
、
山
村
塾
小
森
さ
ん

た
ち
の
話
を
伺
い
、里
山
育
ち
の

私
は
両
親
と
の
懐
か
し
い
日
々

を
思
い
出
し
ま
し
た
。守
り
伝
え

る
皆
さ
ま
の
思
い
を
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ・Ｓ
）


